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「北方領土」という言葉を社会や国語、テレビなどでよく聞く。私は最初、北方領土に全く興味

がなかった。学校で配られる資料やニュース映像を見ても、場所や歴史の経緯を覚えるのは面倒く

さいと感じていた。自分の生活に直接関係があるとも思えず、どうでもいいものだと思っていた。

でもある授業をきっかけに北方領土との向き合い方が変わった。その授業は実際に元島民が学校に

来てくれて「ジョバンニの島」をみたり元島民に質問をしたりするものだった。そこには、きれい

な海や緑豊かな島の風景、島民たちの笑顔があった。それが今では、別の国に不法占拠されており、

日本人が自由に暮らすことができない。しかも、その状況が８０年以上も続いていると知り、単な

るどうでもいい話ではなく、人の暮らしや人生が深く関わっている問題なのだと感じた。 

北方領土は、北海道の北東にある歯舞群島、色丹島、国後島、択捉島の四つの島々からなる。第

二次世界大戦の終わりに、当時のソ連がこれらを占領し、その後ロシア連邦が占拠を続けている。

日本は返還を求めて交渉を続けているが、未だに解決していない。 

私は特に「ジョバンニの島」が印象に残った。広大な自然に囲まれて豊富な資源を取ったりして

いたのが急にロシアに占拠されて平凡な生活が崩れるといった内容だった。 

私が住んでる町も自然に囲まれていてそんな自分の生まれた町が他の国に占拠されたら悲しいし

許せないと思う。北方領土の人たちは自分の生まれたふるさとが他の国に占拠されて怒りや悲しみ

があるんだと知った。 

私は「どうでもいい」という気持ちから「北方領土のことでなにかできることはないか」という

気持ちに変化していった。まず私は、できることがないか調べてみた。まずできそうだったのが、

北方領土の歴史や現状を正しく学び、理解を深めることだ。その上で、家族や友人と話し合ったり、

学校で学んだことを共有したりすることで、関心を広げることができるというものである。それか

ら私は北方領土について調べたり、社会の先生と北方領土について話すようになった。すぐに結果

が出る問題ではないが、未来を担う私たちが関心を持ち続けることこそが、解決への大きな力にな

ると思う。 

北方領土が返還されるにはまだまだ時間がかかるだろう。しかし、対立ではなく対話を重ねるこ

とによってのみ解決に近づくと思う。だからこそ、平和を願い、理解し合う努力を続けることが大

切だ。そして、自分が大人になって子供ができたときに受け継いでいくことが、私たちのできるこ

となのかもしれない。 

私はこれからも北方領土問題について学び、考え続けたいと思う。全員が北方領土返還を訴え、

未来への第一歩になると信じている。北方領土が返還され、多くの人々が再び故郷で暮らせる日が

来ることを、願っている。 


